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―
二
月
上
旬
に
得
ら
れ
、
第
一
回
帝
国
議

(l
)

（

2
)
 

軽
犯
罪
法
は
、
「
日
常
生
活
に
お
け
る
卑
近
な
道
徳
律
に
違
反
す
る
軽
い
罪
を
拾
う
こ
と
を
主
眼
と
し
」
、
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
か
つ
て
罪
と
す
べ
し
と
さ
れ
た
も
の
が
今
な
お
そ
の
ま
ま
妥
当
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
こ
れ
を
罪
と
し
て
扱
う
べ
き
か
否
か
の

評
価
は
、
そ
れ
が
日
常
生
活
上
の
卑
近
な
道
徳
律
違
反
に
関
す
る
も
の
だ
け
に
、
時
代
の
状
況
や
価
値
観
の
影
響
を
受
け
や
す
い
か
ら
で

(
3
)
 

あ
る
。
罪
の
内
容
と
な
る
事
実
関
係
に
変
化
の
生
じ
て
い
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。

他
方
、
軽
犯
罪
法
は
、
軽
い
罪
に
関
す
る
も
の
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
が
犯
罪
と
刑
罰
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
罪
刑
法
定
主
義
の

支
配
を
受
け
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
適
正
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
処
罰
の
必
要
性
と
根
拠
を
備
え
た
も
の
で
な
け

(
4
)
 

れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
六
0
余
年
、
日
本
社
会
に
は
、
多
方
面
に
わ
た
り
大
き
な
変
化
が
認
め
ら
れ
る
。
軽
犯
罪
法
は
、
右
に
述
べ

た
よ
う
な
観
点
か
ら
の
検
証
を
必
要
と
す
る
時
期
に
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
際
、
そ
の
史
的
・
比
較
法
的
知
見
の
重
要
で
あ

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
本
稿
は
、
そ
の
た
め
の
基
礎
資
料
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
現
れ
た
軽
微
な
犯
罪
に
関
す
る
各
法

令
の
定
め
た
犯
罪
類
型
に
つ
い
て
、
そ
の
罪
質
・
行
為
態
様
に
共
通
性
が
あ
り
、
系
統
性
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
対
照
さ
せ
、
こ

れ
を
軽
微
な
犯
罪
類
型
の
系
譜
と
し
て
示
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

対
象
と
す
る
法
令
は
、
各
地
方
違
式
娃
違
條
例
(
-
八
七
三
年

（明
治
六
年
）
七
月

一
九
日
太
政
官
布
告
二
五
六
号
。
以
下
、
「
違
式
註

違
条
例
」
と
い
う
。）
、
刑
法
(
-
八
八

0
年
（
明
治
一
三
年
）
七
月
一
七
日
太
政
官
布
告
三
六
号
。
以
下
、
「
旧
刑
法
」
と
い
う
。）
、
特
察

犯
処
罰
令
(
-
九

0
八
年
（
明
治
四
一
年
）
九
月
二
六
日
内
務
省
令
一
六
号
）、
軽
犯
罪
法

(-
九
四
八
年

（昭
和
二
三
年
）
五
月
一
日
法

律
―
―
一
九
号
）

で
あ
る
。
ま
た
、
旧
刑
法
の
改
正
過
程
に
お
い
て
一
八
九
0
年
（
明
治
二
三
年
）

は
じ
め
に
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会
提
出
案
の
基
礎
と
な
っ
た
改
正
刑
法
草
案
（
以
下
、
「
明
治
二
三
年
案
」
と
い
う
。
）
も
、
参
考
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。
こ

こ
に
は
、
注
目
す
べ
き
多
く
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

(5
)
 

な
お
、
こ
の
種
の
も
の
と
し
て
、
す
で
に
伊
藤
栄
樹
氏
に
よ
る
も
の
が
あ
る
が
、
各
法
令
の
定
め
る
罪
相
互
間
の
系
統
性
に
疑
問
を
も

(6
)
 

た
せ
る
も
の
な
ど
、
修
正
を
要
す
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
明
治
二
三
年
案
は
、
こ
こ
に
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

注(l
)
第
二
回
国
会
衆
議
院
司
法
委
員
会
会
議
録
第
二
号
二
頁
。

(2
)
こ
こ
に
は
広
範
囲
に
わ
た
り
多
種
多
様
の
罪
が
拾
い
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
一
条
は
、
そ
の
罪
を
三
四
の
類
型
に
整
理
し
、
こ
れ
を
同
じ
法
定
刑
の
も
と

に
一
括
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
違
式
註
違
条
例
が
法
定
刑
を
一
一
段
階
に
、
旧
刑
法
第
四
編
違
野
罪
が
五
段
階
に
、
啓
察
犯
処
罰
令
が
一
ー
一
段
階
に
分
け
て

い
た
の
に
対
し
て
大
き
な
特
徴
で
あ
る

（ち
な
み
に
、
明
治
二
三
年
案
は
、
第
四
編
違
菩
罪
を

「第

一

章

秩
序
二
開
ス
ル
罪
」
、

「第
二
章
衛
生
二
隅
ス

ル
罪
」
、
「第
三
章

風
俗
二
隅
ス
ル
罪
」
、
「
第
四
章
身
糧
、
財
産
二
隔
ス
ル
罪
」
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
数
段
階
、
合
計
一
九
段
階
の
法
定
刑
を
設
定
し
、

そ
の
も
と
に
各
罪
を
規
定
し
て
い
た
。）。

罪
の
配
列
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
前
半
が
社
会
的
法
益
、
後
半
が
個
人
的
法
益
に
対
す
る
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
は
必
ず
し
も
一

貫

性
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
の
ぞ
き
見
の
罪
（
二
三
号
）
が
そ
の
前
後
を
社
会
的
法
益
に
対
す
る
罪
と
思
わ
れ
る
規
定
に
は
さ
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
あ
る
い

は
動
物
使
喉
の
罪
が
保
護
法
益
を
異
に
す
る
牛
馬
驚
奔
の
罪
と
共
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

（三

0
号）

な
ど
に
は
、
異
論
も
あ
り
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
罪
の
処
罰
根
拠
に
つ
い
て
十
分
な
検
討
が
な
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
疑
念
を
も
た
せ
る
こ
と
に
な
る
。

(
3
)
例
え
ば
、
「
威
勢
を
示
し
て
．．．．．． 
割
当
物
資
の
配
給
を
待
ち
、

．．．．．． 
若
し
く
は
割
当
物
資
の
配
給
に
関
す
る
証
票
を
得
る
た
め
待
っ
て
い
る
公
衆
の
列
に

割
り
込
み
、
若
し
く
は
そ
の
列
を
乱
し
た
」
行
為
を
罪
と
し
た
の
は
(
-
三
号
）
、
当
時
の
特
殊
な
社
会
的
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

(
4
)
例
え
ば
、
兇
器
携
帯
の
罪
（
二
号
）
は
、
実
際
に
は
人
の
生
命

・
身
体
に
対
す
る
危
害
へ
と
展
開
す
る
こ
と
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
じ
た
い
は
法
益
侵

害
の
抽
象
的
危
険
す
ら
含
む
も
の
で
は
な
い
。
「
正
当
な
理
由
が
な
く
」
「
隠
し
て
」
携
帯
す
る
こ
と
を
処
罰
す
る
と
し
、
処
罰
範
囲
の
適
正
性
を
確
保
し
よ

う
と
し
て
は
い
る
が
、
検
討
の
余
地
は
あ
る
。

(5
)
伊
藤
栄
樹

「軽
犯
罪
法
j

五
頁
以
下

（立
花
書
房
、
再
訂
版
、

一
九
七
四
年
）

(6
)
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
同
じ
系
統
に
属
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
行
為
態
様
が
異
な
り
適
切
で
な
い
も
の
と
し
て
、
軽
犯
罪
法
一
条
六
号
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り
、
条
立
て
に
よ
る
編
纂
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。

（
消
灯
）

と
違
式
註
違
条
例

一
九
条

（常
灯
台
破
毀
）

・
旧
刑
法
四
二
七
条

一
五
号
（
街
路
樹
・
常
灯
・
厠
場
等
毀
損
）
、
軽
犯
罪
法

一
条

一
三
号
（
租
暴
言

動
・
行
列
割
込
等
）
と
警
察
犯
処
罰
令
二
条

一
五
号

（混
雑
助
長
）
、
軽
犯
罪
法
一
条
l

八
号

（要
扶
助
者
・
死
体
等
不
申
告）

と
旧
刑
法
四
二
六
条
九
号

（
変
死
者
密
葬
）
な
ど
。
結
果
発
生
の
要
否
に
つ
い
て
異
な
る
も
の
が
あ
り
適
切
で
な
い
も
の
と
し
て
、

旧
刑
法
四
二
七
条
一
号
（
車
馬
疾
駆
行
人
妨
害
）

と
違
式
註
違
条
例
四
一
＿
一
条
（
小
路
馬
車
馳
走
）
な
ど
。

ま
た
、
軽
犯
罪
法
一
条
九
号
（
火
焚
・
火
気
濫
用
）
の
系
統
に
属
す
る
も
の
と
し
て
、
違
式
註
違
条
例

一
七
条

（火
技
濫
用
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
軽
犯
罪
法

一
条

一
0
号
（
銃
砲

・
燥
発
物
濫
用
）
の
系
統
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。「
火
技
」
は
花
火
な
ど
を
予
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
伊
藤
氏
じ

し
ん
も
、
花
火
を
含
む
「
姻
火
」
の
濫
用
を
定
め
る
旧
刑
法
四
二
五
条
四
号
に
つ
い
て
は
軽
犯
罪
法

一
条
一

0
号
の
系
統
に
属
す
る
と
し
て
い
る
。

さ
ら

に
、
軽
犯
罪
法
一
条
一
八
号
（
要
扶
助
者
・
死
体
等
不
申
告
）
の
系
統
に
属
す
る
も
の
と
し
て
、
啓
察
犯
処
罰
令
二
条
一

0
号
―
―項

（死
屍
等
現
場
変
更
）
．

旧
刑
法
四
二
五
条
八
号
（
死
屍
不
申
告

・
移
動
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
軽
犯
罪
法
一
条
一
九
号
（
変
死
体
現
場
変
更
）
の
系
統
に
属
す
る
も
の

で
あ
る
。

軽
犯
罪
法

一
条
七
号

（
水
路
交
通
妨
害
）
の
系
統
に
属
す
る
も
の
と
し
て
、
違
式
註
違
条
例
六
四
条
（
海
苔
乾
場
妨
害
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
お
そ

ら
く
筏
を
通
船
妨
害
と
な
る
場
所
に
停
泊
す
る
罪
な
ど
を
定
め
た
東
京
府
違
式
註
違
条
例
六
四
条

(-
八
七
四
年

（明
治
七
年
）
一

月
二
0
日
太
政
官
指

令
・
同
年
二
月
八
日
東
京
布
達
第
七
号
に
よ
り
追
加
）
と
の
混
同
で
あ
る
。

な
お
、
こ

こ
に
は
違
式
註
違
条
例
八

0
条
（
水
車

・
水
碓
等
妨
害
）
が
欠
落
し
て
い
る
。

違
式
註
違
条
例

「
匿
中
ノ
安
寧
人
民
ノ
健
康
ヲ
警
保
ス
ル
」
た
め
に
(
-
八
七
――
一年

（明
治
六
年
）
八
月
―
二
日
司
法
省
布
達
一

三
0
号）
、
日
常
生
活
上
の
軽
微
な
違
反
行
為
に
対
す
る
制
裁
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
に
近
代
的
な
法
典
の
生
ま
れ
る
前
の
も
の

で
あ
る
が
、
す
で
に
フ
ラ
ン
ス
刑
法
の
翻
訳
な
ど
西
欧
法
系
の
継
受
へ
向
け
た
準
備
が
政
府
部
内
に
お
い
て
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ

制
裁
の
対
象
と
な
る
行
為
は
、
こ
れ
を
「
違
式
ノ
罪
」
と
「
註
違
ノ
罪
」
に
分
け
、
前
者
と
し
て
三
六
種
（
六
条
以
下
）
、
後
者
と
し
て

軽
微
な
犯
罪
に
関
す
る
法
令
の
概
要
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よ
り
違
警
罪
を
定
め
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
（
四
三

0
条）。

2

旧
刑
法

四
七
種
（
四
三
条
以
下
）
、
合
計
八
――
一
種
の
罪
を
定
め
て
い
る
（
当
初
、
八
五
種
の
罪
が
予
定
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
布
達
さ
れ
た

も
の
の
う
ち
三
八
条
、
五
七
条
に
法
文
は
な
い
。
）
。
さ
ら
に
、

「地
方
ノ
便
宜
二
依
リ
料
酌
増
減
」
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
、

実
際
に
地
方
に
お
い
て
施
行
さ
れ
た
も
の
に
は
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の

「罪
ヲ
犯
ス
者
」
に
対
し
て
は
、

「贖
金
ヲ
追
徴
ス
」
と
し
た
（

一
条
、
二
条
）
。
「贖
金
」
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
刑
罰
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
違
式
又
は
註
違
の
罪
を
犯
し
た
「
無
カ
ノ
者
」
は
そ
れ
ぞ
れ
「
笞
罪
」
、
「拘
留
」
に
処
す
る
と
し
、
さ
ら
に
、
い
ず

れ
に
つ
い
て
も
「
適
宜
懲
役
二
換
フ
」
と
し
て
換
刑
処
分
を
用
意
し
て
い
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る

(-―一条
）。

ま
た
、
人
に
損
失
を
蒙

ら
せ
た
と
き
は
、
先
ず
「
損
失
二
営
ル
償
金
ヲ
出
サ
シ
メ
」
、
「
後
二
贖
金
ヲ
命
ス
ヘ
シ
」
と
し
て
い
る
の
も
、
こ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る

（
五
条
）
。
日
本
初
の
近
代
刑
法
へ
向
け
た
立
法
作
業
が
進
み
、
旧
刑
法
の
基
礎
と
な
る
日
本
刑
法
草
案

(
-
八
七
七
年
（
明
治
一

0
年）

―
一
月
脱
稿
）
が
西
欧
風
の
刑
罰
体
系
を
採
る
よ
う
に
な
る
と
（
六
条
以
下
）
、
こ
の

「贖
金
」
も
「
科
料
」
に
改
め
ら
れ
た

(
-
八
七
八

年

（明
治

―
一
年
）

1
0
月
太
政
官
布
告
三
三
号
）。

こ
の
よ
う
に
、
違
式
註
違
条
例
は
、
犯
罪
と
刑
罰
を
定
め
た
も
の
と
し
て
刑
法
で
あ
り
、
軽
犯
罪
法
の
源
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
や
が
て
こ
の
種
の
社
会
生
活
上
の
軽
微
な
違
反
行
為
は
、
違
菩
罪
と
し
て
旧
刑
法
に
編
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
施
行
に

と
も
な
い
一
八
八
二
年
（
明
治

一
五
年
）

一
月

一
日
廃
止
さ
れ
た

(
-
八
八

一
年

（明
治
一
四
年
）
七
月
八
日
太
政
官
布
告
三
六
号
）。

拘
留
・
科
料
を
主
刑
と
す
る
軽
微
な
罪
を

「違
警
罪
」
と
し
（
九
条
）
、
こ
れ
に
当
た
る
罪
を
第
四
編
に
規
定
し
た
。
法

定
刑
を
五
段
階
に
分
け
（
四
二
五
条
ー
四
二
九
条
）
、
そ
の
も
と
に
合
計
七
一
種
の
罪
を
定
め
た
。
な
お
、
地
方
に
お
い
て
、
そ
の
便
宜
に

旧
刑
法
は
、
そ
の
施
行
前
か
ら
日
本
の
実
情
に
合
わ
な
い
と
い
う
批
判
に
さ
ら
さ
れ
、
施
行
直
後
か
ら
改
正
へ
の
具
体
的
な
動
き
が
活

発
化
し
て
い
た
。
そ
し
て
、

一
八
九

一
年

（明
治
二
四
年
）
に
な
り
、
成
案
と
し
て
得
ら
れ
て
間
も
な
い
明
治
二
三
年
案
が
第
一
回
帝
国
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淫
ノ
罪
」
と
し
て
規
定
し
て
い
る
。

議
会
に
提
出
さ
れ
る
に
至

っ
た
。
し
か
し
、

こ
れ
は
、
総
じ
て
旧
刑
法
の
部
分
的
改
正
に
と
ど
ま
り
、
違
密
罪
と
す
る
罪
に
つ
い
て
も
、

そ
の
第
四
絹
に
定
め
る
罪
を
ほ
ぼ
継
承
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
第
四
編
か
ら

二
ニ
ヶ
条
を
削
除
し
、
あ
ら
た
に
違
瞥
罪
と
し
て
九
ヶ
条
を
追
加
し
た
ほ
か
、
第
四
綱
を
さ
ら
に
四
章
に

分
け
る
な
ど
新
し
い
試
み
も
認
め
ら
れ
る
（
章
名
な
ど
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注

(2)
参
照
）
。
追
加
し
た
も
の
と
し
て
、
公
然
獣
類
虐
待

等
（
四
0
二
条

一
号
）
や
無
銭
飲
食
・
乗
船
車
（
四

0
九
条
）
な
ど
が
あ
る
が
、
な
か
に
は
旧
刑
法
第
二
絹
「
公
盆
二
開
ス
ル
重
罪
軽
罪
」

な
い
し
第
一
＿
一
編
「
身
憫
、
財
産
二
封
ス
ル
重
罪
軽
罪
」
中
の
罪
か
ら
違
警
罪
へ
と
変
更
し
た
も
の
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
旧
刑
法
が
第
二

編
の
第
六
章
「
風
俗
ヲ
害
ス
ル
罪
」
と
し
て
規
定
し
て
い
た
公
然
猥
褻
（
二
五
八
条
）
、
猥
褻
物
陳
列
・
販
売
（
二
五
九
条
）
、
礼
拝
所
等

不
敬
・
説
教
等
妨
害
（
二
六
三
条
）
に
つ
い
て
、
明
治
二
三
年
案
は
第
二
編
「
公
盆
二
開
ス
ル
重
罪
及
ヒ
軽
罪
」
中
の
第

一
―
章
「
風

俗
ヲ
害
ス
ル
罪
」
と
し
て
で
は
な
く
|
|
第
四
編
「
違
警
罪
」
中
の
第
三
章
「
風
俗
二
開
ス
ル
罪
」
と
し
て
規
定
し
て
い
る
（
三
九
九
条

(8
)
 

＼
四

0
一
条
）
。
公
然
猥
褻
、
猥
褻
物
陳
列
の
罪
の
扱
い
の
変
更
に
は
、
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
姦
淫
な

ど
に
つ
い
て
は
、
旧
刑
法
も
第
三
編
「
身
罷
財
産
二
封
ス
ル
重
罪
軽
罪
」
第

一
章

「
身
罷
二
封
ス
ル
罪
」
中
ノ
第
一
―
節

「猥
褻
姦
淫
重

婚
ノ
罪
」
、
ま
た
明
治
二
三
年
案
も
第
三
編
「
私
盆
二
開
ス
ル
重
罪
及
ヒ
軽
罪
」
第
三
章

「名
春
二
封
ス
ル
罪
」
中
ノ
第
三
節

「猥
褻
、
姦

し
か
し
、
こ
の
改
正
案
は
、
衆
議
院
の
調
査
中
に
会
期
が
終
了
し
て
廃
案
と
な
り
、
そ
の
後
の
改
正
作
業
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
も
な

か
っ
た
。
改
正
作
業
は
、
む
し
ろ
旧
刑
法
と
は
異
な
る
も
の
を
求
め
、
こ
れ
を
根
本
的
に
改
正
す
る
方
向
に
転
換
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ

の
頃
、
西
欧
に
お
い
て
華
々
し
く
展
開
さ
れ
て
い
た
新
派
刑
法
学
が
、
近
代
化
を
急
ぐ
当
時
の
日
本
の
時
代
状
況
と
犯
罪
増
加
に
対
す
る

強
い
関
心
の
も
と
に
次
第
に
有
力
化
し
、
改
正
作
業
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ほ
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
余
波
を
受
け
、
違
警
罪
に
つ
い
て
も
大
き
な
修
正
が
加
え
ら
れ
た
。
第
一
に
、
重
罪
、
軽
罪
、
違
笞
罪
の
区
別
を
廃
止
し
た
こ
と
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3
 

現
行
刑
法
と
同
じ
く
、

(9) 

で
あ
る
。
そ
の
区
別
が
「
罪
質
二
基
ク
モ
ノ
ニ
非
ス
シ
テ
唯
科
ス
可
キ
刑
ノ
異
ナ
ル
ニ
因
ル
」
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
る
。

第
二
に
、
旧
刑
法
の
「
違
警
罪
中
刑
法
二
規
定
ス
可
キ
モ
ノ
ハ
拘
留
又
ハ
科
料
二
虐
ス
ヘ
キ
罪
ト
シ
テ
之
ヲ
第
二
編
（
「
罪
」
ー
著
者
注
）

(10
)
 

二
牧
容
シ
他
ノ
罪
卜
共
二
其
種
類
二
従
テ
之
ヲ
各
章
二
参
配
シ
」
、
「
其
他
ハ
悉
ク
特
別
ノ
立
法
二

譲
ル
コ

ト
」
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
違

(11
)
 

警
罪
の
「
多
ク
ハ
地
方
ノ
情
況
若
ク
ハ
時
急
二
應
シ
規
定
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
ル
」
こ
と
を
理
由
と
す
る
。
こ
こ
に
「
特
別
ノ
立
法
二
譲
ル
」

(12
)
 

と
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
政
府
は
す
で
に
「
命
令
ヲ
以
テ
定
メ
ル
」
こ
と
を
予
定
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
違
警
罪
は
、

九
0
七
年

（明
治
四

0
年
）
四
月
二
五
日
公
布
の
現
行
刑
法
か
ら
姿
を
消
し
、
あ
る
も
の
は
第
二
編
「
罪
」
中
に
編
入
さ
れ
、
あ
る
も
の

は
翌
年
九
月
二
九
日
公
布
の
警
察
犯
処
罰
令
の
罪
と
さ
れ
た
。

な
お
、
違
警
罪
に
つ
い
て
は
、
そ
の
特
殊
な
裁
判
手
続
と
の
関
係
に
も
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
も
と
も
と
旧
刑
法
の
手
続
法
と
し

て
定
め
ら
れ
た
治
罪
法
（
明
治

一
三
年
七
月
一
七
日
太
政
官
布
告
三
七
号
）
は
、
違
苔
罪
に
関
す
る
裁
判
を
違
密
罪
裁
判
所

（
治
安
裁
判

所
）
に
お
い
て
行
な
う
と
し
て
い
た

（三
八
条

一
項

一
号
、
四
九
条
）
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
は
、
そ
の
施
行
前
に
、
「
嘗
分
」

(13
)
 

の
間
こ
れ
を
警
察
に
お
い
て
行
う
と
し
、
警
察
に
よ
る
司
法
権
の
一
部
行
使
を
認
め
た
。
そ
し
て
、
最
終
的
に
、
違
警
罪
即
決
例
（
明
治

一
八
年
九
月
二
四
日
太
政
官
布
告
三
一
号
）
に
お
い
て
、
「
啓
察
署
長
及
ヒ
分
署
長
又
ハ
其
代
理
人
タ
ル
官
吏
ハ
其
管
轄
地
内
二
於
テ
犯

シ
タ
ル
違
警
罪
ヲ
即
決
ス
ヘ
シ
」
（

一
条
）
と
し
、
啓
察
に
よ
る
処
分
を
恒
久
化
し
た
。
こ
こ
に
い
う
「
即
決
」
は
、
「
裁
判
ノ
正
式
ヲ
用

ピ
ス
」
、

「被
告
人
ノ
陳
述
ヲ
聴
キ
証
憑
ヲ
取
調
へ
直
チ
ニ
其
言
渡
ヲ
為
ス
」
と
い
う
も
の
で
あ
る

（二
条）
。
も
っ
と
も
、
即
決
に
不
服
の

あ
る
場
合
は
違
瞥
罪
裁
判
所
に
正
式
の
裁
判
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
た
が
(
-
―
一
条
）
、
多
く
の
場
合
、
即
決
に
よ
る
処
分
に
と
ど
ま
る
の

が
実
態
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
行
政
権
に
よ
る
簡
易
に
す
ぎ
る
裁
判
手
続
は
、
違
苦
罪
を
自
由
民
権
運
動
を
は
じ
め
と
す
る
大
衆
運
動

弾
圧
の
具
と
し
て
利
用
す
る
道
を
開
く
も
の
で
あ
っ
た
。

警
察
犯
処
罰
令

一
九

0
八
年

（明
治
四

一
年）

1
0
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
（
附
則
）。

法
定
刑
を
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は
さ
れ
て
い
な
い
。

4
 

（
附
則
一
・
ニ
）
。
合
計

段
階
に
分
け
（
一
＼
三
条
）
、
そ
の
も
と
に
合
計
五
八
種
の
罪
を
定
め
る
。
こ
れ
ら
の
罪
を
「
教
唆
シ
又
ハ
財
助
シ
タ
ル
者
」
も
、
「
各
本

条
二
照
シ
之
ヲ
罰
ス
」
と
す
る

（四
条
、
刑
法
六
四
条
）。

但
し
、
情
状
に
よ
り

「
刑
ヲ
免
除
」
す
る
こ
と
は
認
め
て
い
る
（
四
条
但
書）
。

な
お
、
刑
法
六
三
条
の
よ
う
な
捐
助
者
に
対
す
る
従
犯
減
軽
の
考
慮
は
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
裁
判
手
続
は
、
旧
刑
法
時
代
に
引
き
続
き
、
警
察
に
よ
る
司
法
権
の

一
部
行
使
を
認
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
刑
法
施
行
法
（
明
治

四
一
年
一
一
一
月
二
八
日
法
律
二
九
号
）
が
「
拘
留
又
ハ
科
料
二
該
ル
罪
ハ
他
ノ
法
律
ノ
適
用
二
付
テ
ハ
旧
刑
法
ノ
違
警
罪
卜
看
倣
ス
」
と
し

た
か
ら
で
あ
る
（
三
一
条
。
「
他
ノ
法
律
」
の
意
義
に
つ
い
て
、
そ
の
一
条
参
照
）
。
拘
留
又
は
科
料
に
処
せ
ら
れ
る
警
察
犯
処
罰
令
の
定

め
る
罪
は
、
違
菩
罪
即
決
例
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
旧
刑
法
の
違
菩
罪
と
同
じ
よ
う
に
扱
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
そ

の
濫
用
を
招
く
法
的
環
境
を
用
意
さ
れ
た
警
察
犯
処
罰
令
は
、
余
罪
追
及
の
た
め
の
手
段
と
し
て
、
あ
る
い
は
労
働
運
動
・
農
民
運
動
な

ど
社
会
運
動
に
対
す
る
弾
圧
の
具
と
し
て
利
用
さ
れ
、
人
権
上
の
配
慮
に
欠
け
る
重
大
な
役
割
を
演
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

警
察
犯
処
罰
令
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
日
本
国
憲
法
の
施
行

（
一
九
四
七
年

（昭
和
二
二
年
）
五
月
三
日
）
に
と
も
な
う
法
令
整

(14
)
 

備

の

過

程

に

お

い

て

、

五

月

二
日
廃
止
さ
れ
た
。

一
九
四
八
年
（
昭
和
三

二年）

登
察
犯
処
罰
令
に
代
わ
る
べ
き
も
の
と
し
て
昭
和
ニ
――
一
年
五
月
二
日
か
ら
施
行
さ
れ
た

軽
犯
罪
法

四
種
の
罪
を
定
め
た
が
、
罪
に
よ
る
法
定
刑
の
細
分
化
は
せ
ず
、
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
一
律
に
「
拘
留
又
は
科
料
に
処
す
る
」
と
し
た
（
一

条
。
前
注

(
2
)
参
照
）
。
も
っ
と
も
、
「
情
状
に
因
り
」
、
拘
留
・
科
料
の
刑
の
下
限
（
刑
法
一
六
・
一
七
条
）
を
超
え
て
「
刑
を
免
除
」

し
、
あ
る
い
は

「拘
留
及
び
科
料
を
併
科
」
し
て
刑
を
加
重
す
る
こ
と
は
認
め
た

（二
条）
。
ま
た
、
「
教
唆
し
、
又
は
開
助
し
た
者
」
は
、

(15
)
 

「
正
犯
に
準
ず
」
と
し
た

（三
条
、
刑
法
六
四
条
）
。
し
た
が

っ
て
、
教
唆

・
幣
助
し
た
者
に
つ
い
て
も
、

二
条
に
い
う
刑
の
免
除
、
拘
留

と
科
料
の
併
科
は
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
こ
こ
に
お
い
て
も
、
刑
法
六
三
条
の
よ
う
な
料
助
者
に
対
す
る
従
犯
減
軽
の
考
慮
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そ
の
ほ
か
、
軽
犯
罪
法
は
、
違
瞥
罪
・
警
察
犯
処
罰
令
時
代
の
人
権
上
の
配
慮
を
欠
い
た
歴
史
的
事
実
に
対
す
る
反
省
か
ら
、
異
例
と

も
い
う
べ
き
規
定
を
置
い
て
い
る
。
「
運
用
上
の
注
意
」
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
こ
の
と
き
す
で
に
、
そ
の
濫
用
を
招
く
よ
う
な
法
的
環

(16) 

境
は
解
消
さ
れ
て
い
た
が
、
当
時
ま
だ
人
々
の
な
か
に
鮮
明
に
残
っ
て
い
た
記
憶
は
、
こ
れ
が
他
の
目
的
の
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
る
可

能
性
が
な
お
あ
る
と
い
う
懸
念
を
払
拭
さ
せ
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
こ
こ
に
定
め
る
罪
の
多
く
が
日
常
生

活
に
密
接
に
関
係
し
て
お
り
、
な
か
に
は
、
ご
く
普
通
の
人
で
も
つ
い
犯
し
か
ね
な
い
よ
う
な
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
大
き
く
作

用
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
衆
議
院
に
お
い
て
、
原
案
に
は
な
か
っ
た
こ
の
規
定
を
追
加
す
べ
し
と
す
る
修
正
案
が
提
出
さ

れ
、
第
四
条
と
し
て
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
「
こ
の
法
律
の
適
用
に
あ
た
っ
て
は
、
国
民
の
権
利
を
不
当
に
侵
害
し
な
い
よ
う
に
留
意

し
、
そ
の
本
来
の
目
的
を
逸
脱
し
て
他
の
目
的
の
た
め
に
こ
れ
を
濫
用
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
。

注(
7
)
こ
の
換
刑
処
分
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
、
数
度
の
改
正
が
あ
っ
た
。
違
式
の
罪
を
犯
し
「
無
カ
ノ
者
」
に
対
す
る

「笞
罪
」
を
「
懲
役
」
に
改
め
（
明
治

九
年
九
月
一
四
日
太
政
官
布
告
―

―
七
号
）
、
さ
ら
に
こ
れ
を

「拘
留
」
に
修
正
し
た
（
明
治
―
一
年

一
0
月
ニ
―
日
太
政
官
布
告
三
三
号
。
こ
の
と
き
、

註
違
の
罪
の
場
合
に
つ
い
て
も
「
拘
留
」
を
「
拘
留
」
に
修
正
し
て
い
る
。
）
。
註
違
の
罪
の
場
合
と
同
じ
刑
名
と
な
っ
た
が
、
そ
の
期
間
の
長
い
と
こ
ろ
に

相
違
が
認
め
ら
れ
る

（違
式
の
罪
の
場
合

「
五
日
ヨ
リ
少
ナ
カ
ラ
ス
十
日
ヨ
リ
多
カ
ラ
ス
」
、
註
違
の
罪
の
場
合
「
半
日
ヨ
リ
少
ナ
カ
ラ
ス
四
日
ヨ
リ
多
力

ラ
ス
」
）
。
拘
留
に
改
め
た
の
は
、
懲
役
と
す
る
こ
と
に
違
式
・
註
違
の
罪
の
性
質
か
ら
み
て
適
当
で
な
い
も
の
が
あ
る
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
（
右
明
治

―
一
年
太
政
官
布
告
三
三
号
中
の
川
路
大
野
視
よ
り
内
務
省
へ

伺
）
。
な
お
、
こ
の
間
、
換
刑
処
分
の
対
象
に
関
す
る
修
正
も
あ
っ
た
（
明
治

―一

年
五
月

二
七
日
太
政
官
布
告

一
四
号
）
0

．

(
8
)
こ
の
ほ
か
、
旧
刑
法
第
二
編
「
公
益
二
開
ス
ル
重
罪
軽
罪
」
な
い
し
第
三
編

「身
罷
、
財
産
二
封
ス
ル
重
罪
軽
罪
」
中
の
罪
か
ら
明
治
―
―
――
一
年
案
第
四
絹

「違
啓
罪
」
の
各
章
中
に
移
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
第

一
章
「
秩
序
二
開
ス
ル
罪
」
中
の
官
職
等
詐
称
・
官
服
等
僭
用
（
三
八
八
条
）
及
び
属
籍
・
身
分
等

詐
称
（
三
八
九
条
）
、
第
四
章
「
身
橙
、
財
産
二
闘
ス
ル
罪
」
中
の
不
正
度
最
衡
所
持
（
四

0
八
条
）
、
同
じ
く
、
第
四
章
中
の
被
遺
棄
者
不
扶
助
・
不
申
告

（四

0
五
条
）
が
あ
る
。
旧
刑
法
に
お
い
て
は
、
順
次
、
第
二
編
第
四
章

「
信
用
ヲ
害
ス
ル
罪
」
の
第
八
節

「身
分
ヲ
詐
稲
ス
ル
罪
」
中
の
罪
（
二
三
二
条
、
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三
三
条
）
、
同
じ
く
第
七
節
「
度
羅
衡
ヲ
偽
造
ス

ル
罪
」
中
の
罪
（
ニ
ニ
九
条）
、
第
三
絹
第
一
章
「
身
幡
二
封
ス
ル
罪
」
の
第
九
節
「
幼
者
又
ハ
老
疾
者

ヲ
遺
棄
ス
ル
罪
」
中
の
罪
（
三
四

0
条
）
）
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

(9
)
一
九
〇
七
年
（
明
治
四

0
年
）
第
二
三
回
帝
国
議
会
提
出
「
刑
法
改
正
案
」
理
由
書
（
内
田
文
昭
11

山
火
正
則
11

吉
井
在
生
夫
編
著
「
刑
法
[
明
治
40
年
]

⑥
」
日
本
立
法
資
料
全
集
26
ニ
八
四
頁
（
信
山
社
、
一
九
九
五
年
）
）
。

(10
)
そ
の
例
と
し
て
、
侮
辱
罪
（
旧
刑
法
四
二
六
条
―
二
号
↓
刑
法
二
三
一
条
）
。
な
お
、
こ
こ
に
は
「
違
菩
罪
中
刑
法
二
規
定
ス
可
キ
モ
ノ
ハ
拘
留
又
ハ
科

料
二
虐
ス
ヘ
キ
罪
ト
シ
テ
」
扱
う
と
し
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
こ
の
通
り
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
「
拘
留
」
で
は
な
く
、
「
罰
金
」
と
「
科
料
」
の

選
択
刑
と
し
た
も
の
と
し
て
、
変
死
者
密
葬
罪
（
旧
刑
法
四
二
六
条
九
号
↓
刑
法

一
九
二
条
）
。
選
択
刑
と
し
懲
役
、
罰
金
を
つ

け
加
え
た
も
の
に
、
暴
行

罪
（
旧
刑
法
四
二
五
条
九
号
↓
刑
法―

1
0
八
条
）
。

(11
)
内
田
ほ
か
編
著
・
前
掲
注

(
9
)
三

一
六
頁
。

(12
)
一
九

0
二
年
（
明
治
三
五
年
）
第
一
六
回
帝
国
議
会
提
出
「
刑
法
改
正
案
」
を
審
議
し
た
貴
族
院
特
別
委
員
会
に
お
け
る
政
府
委
員
答
弁
（
内
田
文
昭
11

山
火
正
則
11

吉
井
荘
生
夫
編
著
「
刑
法
[
明
治
40
年
]
④
j

日
本
立
法
資
科
全
集
訊
丁
さ
面
k

以
下

(信
山
社
ヽ

L
九
九
五
年
））°

(13
)
当
初
は
、
「
三
府
五
港
ノ
市
区
ヲ
除
ク
ノ
外
」
、
「
府
県
啓
察
署
又
ハ
抒
察
分
署
ニ
テ
裁
判
致
候
」
と
し
た
が
（
明
治
一
四
年
九
月
二

0
日
太
政
官
布
告
第

四
八
号
）
、
間
も
な
く
、
場
所
的
制
限
の
部
分
を
削
除
、
端
的
に

「府
県
抒
察
署
及
ヒ
其
分
署
二
於
テ
裁
判
セ
シ
ム
」
に
改
め

（明
治

一
四
年

―二
月
二
八

日
太
政
官
布
告
八

0
号）
、
特
例
を
一
般
化
し
た
。

(14
)
「
日
本
国
憲
法
施
行
の
際
現
に
効
力
を
有
す
る
命
令
の
規
定
の
効
力
等
に
関
す
る
法
律
l

（昭
和
二
二
年
法
律
七
二
号
）
一
条
の
四
（
第

一
次
改
正
法
（
昭

和
二

二
年
法
律
二
四
四
号
）
）
に
よ
る
。
菩
察
犯
処
罰
令
に
つ
い
て
、

「
国
会
の
議
決
に
よ
り
法
律
に
改
め
ら
れ
た
も
の
と
す
る
」
（
一
項
四
号
）
と
し
た
う

え
、
そ
の

「
効
力
は
暫
定
的
な
も
の
と
し
、
昭
和
二
三
年
五
月
二
日
ま
で
に
必
要
な
改
廃
の
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
同
二
項
）
と
し
て
い
た
。

(15
)
法
文
が
「
教
唆
し
：
・
:
・
た
者
」
と
し
て
い

る
点
に
つ
い
て
は
、
独
立
教
唆
の
規
定
か
と
い
う
問
題
が
提
起
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る

（熊
倉
武

「
軽
犯
罪
」

法
律
学
体
系
法
学
理
論
篇

131
八
頁
（
日
本
評
論
社
、
一
九
五

0
年
）
）
。
解
釈
論
と
し
て
は
、
正
犯
の
実
行
を
要
す
る
と
す
る
見
解
が
定
着
し
て
い
る
と

い
え

る
が
（
植
松
正

「軽
犯
罪
法
講
義
」

一
九
一
頁
（
立
花
書
房
、
一
九
四
八
年
）
、
小
野
清

一
郎

「新
訂
刑
法
講
義
各
論
」
二
九
七
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
五
〇

年
）
、
大
塚
仁

「特
別
刑
法
j

法
律
学
全
集
42
―二
三
頁
（
有
斐
閣
、

一
九
五
九
年
）
、
伊
藤
・
前
掲
注

(
5
)
二
五
一
頁
等
）
、
争
い
の
な
い
よ
う
に
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。

(16
)
日
本
国
憲
法
は
、
司
法
権
の
行
使
に
つ
い
て
人
権
蓉
重
の
観
念
の
支
配
す
る
法
的
環
境
を
整
え
る
べ
く
、
す
べ
て
司
法
権
は
裁
判
所
に
属
す
る
と
し

（七

六
条
）
、
違
笞
罪
即
決
例
も
憲
法
施
行
の
日
に
施
行
さ
れ
た
裁
判
所
法
施
行
法
に
よ

っ
て
廃
止
さ
れ
た

（
一
条
、

同
附
則
、
裁
判
所
法
附
則
一

）。
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旧
刑
法

〇
旧
法
令
に
つ
い
て
は
、
次
の
資
料
を
参
照
し
た
。

゜
軽
微
な
犯
罪
類
型
の
系
譜
と
し
て
、
違
式
註
違
条
例
、
旧
刑
法
・
明
治
ニ
―
―
一
年
案
、
警
察
犯
処
罰
令
及
び
軽
犯
罪
法
の
定
め
る
各
犯
罪

類
型
に
つ
い
て
、
そ
の
相
互
間
に
系
統
性
あ
る
も
の
の
構
成
要
件
を
対
照
さ
せ
表
と
し
て
示
す

(
2

犯
罪
類
型
の
対
照
）
。
法
定
刑
の
対

照
表
は
、
別
に
示
す

(
l

法
定
刑
の
対
照
）
。
い
ず
れ
も
、
ゴ
シ
ッ
ク
体
に
よ
る
。

対
照
は
、
ま
ず
最
も
新
し
い
軽
犯
罪
法
の
定
め
る
各
本
条
の
規
定
の
順
に
し
た
が
っ
て
行
う
。
以
下
、
警
察
犯
処
罰
令
、
旧
刑

゜げられ
て
い
る
も
の
は
省
略
す
る
。

法
・
明
治
二
三
年
案
、
違
式
註
違
條
例
の
順
に
、
同
じ
方
法
に
よ
る
。

警
察
犯
処
罰
令
以
下
の
各
法
令
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
先
行
す
る
他
の
法
令
の
定
め
る
犯
罪
類
型
と
対
照
し
、
す
で
に
取
り
上

）
内
の
漢
数
字
は
法
令
の
「
条
」
、

0
内
の
算
用
数
字
は
「
号
」
を
示
す
。
こ
れ
に
続
く
「
見
出
し
」

明
治
二
三
年
案
の
欄
に
「
同
上
」
と
あ
る
の
は
、
上
欄
の
旧
刑
法
の
法
文
と
同
じ
内
容
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
文
言
な
ど
に
若

干
の
相
違
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
適
用
範
囲
が
同
じ
で
あ
れ
ば
、

「同
上
」
と
し
て
扱
う
。

対
照
表
の
最
上
段
「
違
式
娃
違
条
例
」
欄
に
記
載
し
た
犯
罪
類
型
の
う
ち
第
六
条
か
ら
第
四
二
条
ま
で
の
罪
は
「
違
式
罪
目
」

中
に
、
第
四
―
―
一
条
か
ら
第
九

0
条
ま
で
の
罪
は
「
註
違
罪
目
」
中
に
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

違
式
註
違
條
例

内
閣
記
録
局
編
「
法
規
分
類
大
全
27
」
（
刑
法
門
三
違
警
罪
目
）

内
閣
記
録
局
編

「
法
規
分
類
大
全
26
」
（
刑
法
門
二
刑
律
四
）

゜は、便
宜
の
た
め
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

〇
各
欄
の
冒
頭
に
あ
る

゜
軽
微
な
犯
罪
類
型
の
系
譜

五
0
頁
以
下
(
-
八
九

0
年）

三
八
七
頁
以
下
(
-
八
九

0
年）
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（
一
刑
）七
十
五
錢
ヨ
リ
少
ナ
カ

ラ
ス
百
五
十
錢
ヨ
リ
多
力

ラ
サ
ル
贖
金
ヲ
追
徽
ス

(-
―
註
違
の
罪

の
法
定

刑
）六
錢
二
腋
五
毛
ヨ
リ
少

ナ
カ
ラ
ス
十
二
錢
五
益
ヨ

リ
多
カ
ラ
サ
ル
贖
金
ヲ
追

徴
ス

違
式
の
罪
の
法
定

違
式
註
違
条
例

法
定
刑
の
対
照

警
察
犯
処
罰
令

明
治
二

三
年
案

盃
呪
治
二
三
年
案

i

第
四
編
違
抒
罪

（四
二
五

①
ー
⑭
の
罪

：
＊
三
八
八
条
か
ら
四―

ニ

；
条
ま
で
に
定
め
る
犯
罪
類

の
法
定
刑
）

三
日
以
上
十
日
以
下
ノ

[
竿
に
つ
い
て
ヽ
法
定
刑
を

拘
留
二
慮
シ
又
ハ
一
圏
以

~
一
九
段
階
に
細
分

化
す

上
＿
園
九
十
五
錢
以
下
ノ

ご
兌

科
料
二
虐
ス

―

そ
の
詳
細
は
、

（四
二
六
①
ー
⑫

の
罪

二
す
る
。

の
法
定
刑
）

―

二
日
以
上
五
日
以
下
ノ

~

拘
留
二
慮
シ
又
ハ
五
十
錢

-

以
上
一
圃
五
十
錢
以
下
ノ

~

旧
刑
法

第
四
綴
違
野
罪

別
表
と

（

①

ー
④

の
罪
の
法

定
刑
）
三
十
日
未
満
ノ
拘
留
二

慮
ス
（
二
①
ー
⑰

の
罪
の
法

定
刑
）
三
十
日
未
満
ノ
拘
留
又

ハ
ニ
十
園
未
満
ノ
科
料
二

虞
ス
（三

①

ー

⑰

の
罪
の
法

定
刑
）

密
察
犯
処
罰
令

る （

①

ー
⑭

の
罪
の
法

定
刑
）
拘
留
又
は
科
料
に
処
す

軽
犯
罪
法

内
田
文
昭
11
山
火
正
則
11
吉
井
蒼
生
夫
編
著
「
刑
法

[
明
治
約
年

]
mー
III
j
日
本
立
法
資
料
全
集

Zoー

法
務
総
合
研
究
所
編

「刑
事
関
係
旧
法
令
集

（刑
法
編
）j

二
＝
二
頁
以
下

（法
曹
会
、

一
九
六
九
年
）

正 3
一
五
八
頁
以
下

（信
山
社
、
二
0
0
九
年
）
ー
対
照
表
案
文
中
の

]
内
は
同
書
に
よ
る
訂
正
・

補
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別
表

▽
改
正
明
治
九
年
五
月

―
二
日
太
政
官
布
告
六
九

号
「
五
錢
ヨ
リ
少
ナ
カ
ラ

ス
七
十
錢
ヨ
リ
多
カ
ラ
サ

ル
贖
金
ヲ
追
徴
ス
」

▽
改
正
明
治

―一

年

一

0
月
ニ
―
日
太
政
官
布
告

三
三
号

「
違
式
註
違
條
例

中
贖
金
ヲ
科
料
卜
改
メ

（る）
」

科
料
二
虐
ス

-

（
四
二

七

①
ー
⑯
の
罪
i

の
法
定
刑
）

i

一
日
以
上
三
日
以
下
ノ

~

拘
留
二
虞
シ
又
ハ
ニ
十
錢

~

以
上
一
圃
二
十
五
錢
以
下

~

ノ
科
料
二
虐
ス

}

（
四
―
―
八
①
ー
⑪
の
罪
i

の
法
定
刑
）

―

＿
日
ノ
拘
留
二
慮
シ
又
~

ハ
＋
錢
以
上
一
圃
以
下
ノ
~

科
料
二
虞
ス

~

（四
―
―
九

①
ー
⑱

の
罪

―

の
法
定
刑
）

―

五
錢
以
上
五
十
錢
以
下

~

ノ
科
料
二
虞
ス

~

明
治
二
三
年
案
第
四
編
違
警
罪
の
法
定
刑

（三
八
八
官
公
職
等
詐
称
、
官
公
服
等
僭
用
の
罪
の
法
定
刑
）

十
日
以
上
二
十
五
日
以
下
ノ
拘
留
及
ヒ
五
園
以
上
廿
五
園
以
下
ノ
科
料
二
虐
ス

-
＊
人
を
錯
誤
に
陥
れ
る
意
思
の
な
い
と
き

二
十
圃
未
満
ノ
科
料
二

慮
ス
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⑤

潜
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潜
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①
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伏
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①

潜
伏
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故
ナ
ク
人
ノ
居
住
若
ハ
人
が
住
ん
で
お
ら
ず
、

看
守
セ
サ
ル
邸
宅
、
建
造
且
つ
、
看
守
し
て
い
な
い

物
及
船
舶
内
二
潜
伏
シ
タ

邸

宅
、
建
物
又
は
船
舶
の

ル

者

内
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正

当

な

理

由

が

な

く

て
ひ
そ
ん
で
い
た
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一
②

兇
器
携
帯
）

正
当
な
理
由
が
な
く
て

刃
物
、
鉄
棒
そ
の
他
人
の

生
命
を
害
し
、
又
は
人
の

身
体
に
重
大
な
害
を
加
え

る
の
に
使
用
さ
れ
る
よ
う

な
器
具
を
隠
し
て
携
帯
し

て
い
た
者

（
一
③

侵
入
用
具
携
帯
）

正
当
な
理
由
が
な
く
て

合
か
ぎ
、
の
み
、
ガ
ラ
ス

切
り
そ
の
他
他
人
の
邸
宅

又
は
建
物
に
侵
入
す
る
の

に
使
用
さ
れ
る
よ
う
な
器

具
を
隠
し
て
携
帯
し
て
い
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⑫
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④
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又
ハ
生
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ナ
ク
シ
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諸
方
二
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慟
く
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あ
り
な

ル

者

が

ら

職
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就
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意
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つ
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一
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居
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な
い
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⑭
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劇
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衆
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ヲ
為
シ
タ
ル
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飲
食
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ダ
ン
ス
ホ
ー
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そ
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他
公
共
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娯
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お
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て
、
入
場
者
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対
し
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、
又
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汽
車
、
電
車
、
乗

合
自
動
車
、
船
舶
、
飛
行

機
そ
の
他
公
共
の
乗
物
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中
で
乗
客
に
対
し
て
著
し

＜
粗
野
又
は
乱
暴
な
言
動

で
迷
惑
を
か
け
た
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一
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消
灯
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ヽ ヘ ／ 違 げ
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四
他 ＝ 男 一 火 八 外 五 v外 四 男 ＝

病゜V 地 ハ 式 る人 二

閏打女 男女相

事

門外
改 國 女一 牛 削券 上 罪 ゜

他 持 無 士一竺日 火事 正人価‘̀ ‘̀ 入 、低‘口 死病除 所持 納 目
人 士＇ 誓

ヲ 国 ヲ
り胃 牛．持 胃場私一人 明無屑 喜死禽 治明 ノ 銀

讐〗 藻 一 撲 一 私 治届＿ 国 湯 世 七者諸雙邑
蛇 等 ナ鷹雑居 雑 ー＝フ― 人 ヲ - 病獣

魚 ヲ 胃採 巴典ノ1Tー ク -
渡

万販ヽ売
年 上

シ セ 居`  年止 止 世 三月 納銀喜断 -i -フ＿ シ ニ 宿 包r』 ス 雷リ 乗 ム 月セ ）レ 一ヲ
置ヽ ナ 馬 ）レ 一` ノ 者 ヲ 四 怠
ク 麓 ス 者 ーム 知 日 リ

旦
ヲ ）レ H ル リ 太 地
見 者 内 者 フ―

官政達 方法ノル 悶 喜 販
者 賣

達 ス
出 乙 ）レ 〇 違
ス 者 号 背
者 五 致

号 ス
---, 者

胃
屈
ヲ
持
夕
サ
ル

賃
人
ヲ
私

止
宿
セ
シ
ム
ル

巴
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＾ 
ヽ ヘ

＾ 
ヽ 、ヘ

＾ 他四 禦 二 vニ 9任、 二 誹 ニ 馬 三 道＝ 堤 一
他人 ハエ

＇云
他

人゜用 九 布 j¥ 来 五 佛四 夫 二 敷゜ヲ 九 人
ノ 繋 卜 御

胃達 胃＝ 死 星神 或 肉道 壊 分 無9 9 
ノ

靡舟妍ヽ・・E・
書 用 プ 牛 ー仏 省e―胃 戻9ノ 断 羞喜閤持夕 死 馬 田我 場

ヲ 断 ル 提 削 牛 路
托ミノ 事祭
雇 和心 喜植 水 田 又

無 使 /」¥灯 除 馬 上 稼 託

息〗
断 /¥ 弓I

用9悶畠
／ ＼ 

断用
旗 等 か ノ 人仮 ノ稼 リ 雷 勿 水 骨悼 - 提 濫 ？ 皮眉＿ 托 〗者 胃害 ナ 田 論 -

シ 燈堕 贔．妨他 悶． ク 園 雙 ナ
遊 等 害 人

雙ノ 掘ヽ削
孟獲キフ ヲ キ 肉 ； 妨害 間 - ／ ＼ 汚 藷 場

者 免 肉 邑 ヲ 汚 物 ノ 鳥 所
許 ヲ ス ｀ 結 i i 田 田 ヲ
ナ 屠 者 ヒ 園 水 捕 魚
ク ル 他 ヲ ヲ フ 簗
猥 者 人

往来‘：：：： 妨已牢
掘 断 ）レ ヲ

リ ノ ）レ リ 者 設
稼 者 ナ ）レ

用 ヲ ヲ ク 者
）レ 為 妨 麿者 ス ク

）レ
故 者 我
障 力
ス 田
ル
者 弓I

入
）レ
者
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詰 ＾ 乗 ＾ 

ヘ
五 厖 五 旅籠 五 下 五 荷車及 九四

婦四 狭四 違 V - - 外
誹社佛 ー四— 七 忽 五 掃 ° 人 J¥ 陰 ニ 罪 追 船 船国

空 ＿ 汚 屋 止 除ノ 無蓋 ＝ 婦
ノ 目 加乗 畠乗証書ヒ 荷 小塁 閣胃

白ヽ
依 械 徒 宿

人 車
丁人 船 再 船

リ 物 世 人 者 糞 号祖 断 路 小 明證用率6豆不 ノ
人 ． ノ 名

蓋ナ 桶搬
ヵ ・レ 髪 ヲ 路 治書 - 書腐- 器仏

＿ 石 歴記無
車 人 ナ - 馬 馳 九ヲ ヲ

物類讐汚 礫 キ 運 行畠 ク 車-_~ 走 年三 再用 所持乗
稿 等 宿 載 糞 - 逢 イノ丁ー 断 ヲ 物

覧軽率 合・ 桶 節ウ >髪 フー 月ス セ -込
破毀 類破ヲ ス 馳 三 ルス

ヒ拗 ヲ 無 以 ）レ 走 〇 者シ ス
石 溌 記載 届ヽ フ＿ ,1 --者 ス 日 テ ル -毀
礫 - 搬 ル 内外 者
等 セ 運 迷 者

>
國

ヲ ス ス 惑 船
拗 或 ）レ ヲ ヘ
湊 /¥ 者 ヵ 丙 喜セ 之 ヶ
シ ヲ シ ＝ ミ
者 届 者 万ロ シ
ヶ

ヘ大
者

出
フー

胃サ
ル
者 悶

JI I 
漿
長
崎

県

喜
県

岱闊
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杢 妨 又．
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玉往馬 誓 ム琢 家

？ 

ヲ - 害 - ）レ ヲ ス ス
徒 ス 者 ナ 者 者 ヲ ー 侵

シ 取 ； 碍喜 ＿ 入
）レ 又 - ス 為 入 -

害 者 I¥ 者 ス レ
ス 枝 ノ - 者 シ
ル 葉 妨 メ
者 ヲ 碍 シ

拾 ヲ 者
取 ナ
）レ ス
者 者
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田
畝
中
二
瓦
礫
竹
木
等
ヲ
投
入
ス
ル
者

（
八
九
遊
園
・
路
傍
植
物
加
害）

遊
園
及
ヒ
路
傍
ノ
花
木
ヲ
折
リ
或
ハ
植
物
ヲ
害
ス
ル
者

（九
0

古
草
軽
等
並
木
投
掛
）

往
来
並
木
ノ
枝
二
古
草
鮭
等
ヲ
投
掛
ル
者

軽
微
な
犯
罪
と
さ
れ
る
も
の
は
、
こ
れ
ま
で
違
式
註
違
条
例
の
八
三
類
型
か
ら
徐
々
に
減
少
し
て
軽
犯
罪
法
の
三
四
類
型
と
な
り
、
少

な
く
と
も
数
的
に
は
洗
練
の
道
を
た
ど
っ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。
違
式
註
違
条
例
の
定
め
た
罪
の
八
割
以
上
、
旧
刑
法
の
定
め
た
罪
の
ほ

ぼ
七
割
、
警
察
犯
処
罰
令
の
定
め
た
罪
の
半
数
が
軽
犯
罪
法
に
は
受
け
継
が
れ
て
い
な
い
。

他
方
、
軽
犯
罪
法
の
定
め
る
罪
の
う
ち
、
み
ず
か
ら
が
新
た
に
定
め
た
罪
は
兇
器
携
帯

（
一
条
二
号
）
な
ど
の
六
類
型
に
す
ぎ
な
い
。

こ
れ
ら
以
外
の
二
八
類
型
は
、

旧
法
令
の
定
め
た
罪
の
趣
旨
を
継
承
し
た
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
の
内
訳
は
、
違
式
註
違
条
例
の
定
め

た
も
の
を
源
と
す
る
も
の
が
消
灯
（
一
条
六
号
）
な
ど
一
〇
類
型
、
旧
刑
法
の
定
め
た
も
の
を
源
と
す
る
も
の
が
潜
伏

（
一
条
一
号
）
な

(17) 

ど
九
類
型
、
警
察
犯
処
罰
令
の
定
め
た
も
の
を
源
と
す
る
も
の
が
公
共
会
堂

・
船
車
内
等
粗
暴
言
動
（

一
条
五
号
）
な
ど
九
類
型
で
あ
る。

軽
犯
罪
法
の
定
め
た
罪
の
八
割
を
優
に
超
え
る
。

こ
れ
ら
は
、

い
ず
れ
も
明
治
期
に
定
め
ら
れ
た
罪
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
行
為
が
今
で
も
好
ま
し
い
も
の
で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。
し
か
し
、
問
題
は
、
こ
れ
に
刑
事
制
裁
を
加
え
る
こ
と
の
当
否
で
あ
る
。
そ
の
必
要
性
が
あ
る
か
、
根
拠
が
あ
る
か
で
あ
る
。

行
為
に
よ

っ
て
は
、
時
代
の
変
遷
ー
文
化
の
進
展
が
あ
え
て
刑
事
制
裁
を
加
え
る
こ
と
の
必
要
性
を
失
な
わ
せ
て
い
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に
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ま
た
、
刑
事
制
裁
で
は
な
く
将
来
の
文
化
の
進
展
に
委
ね
る
方
が
得
策
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
。
そ
の
違
法
の
程
度
が
も
と
も
と

軽
微
な
も
の
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
今
な
お
そ
の
評
価
を
維
持
で
き
る
か
と
い
う
検
証
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
軽
犯
罪
法
が
み
ず
か
ら
新
た
に
定
め
た
罪
に
つ
い
て
も
、
も
ち
ろ
ん
同
様
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
特
殊
な
社

会
事
情
を
反
映
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
事
情
の
継
続
性
・
現
在
性
の
有
無
を
も
含
め
た
検
証
が
必
要
と
な
る
。
特
に
兇
器

携
帯
（

一
条
二
号
）
、
侵
入
用
具
携
帯
（

一
条
三
号
）
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
じ
た
い
が
抽
象
的
危
険
す
ら
含
ま
な
い
行
為
の
当
罰
性
が
問
題

(18) 

と
な
ろ
う
。

注(17)
こ
こ
に
は
、
す
で
に
明
治
三
二
年
案
に
現
れ
て
い
た
動
物
虐
待
（
一
条
ニ

―
号
）
も
算
入
し
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
動
物
虐
待
の
罪
の
源
に
な
っ
た
「
法

令
」
を
基
準
と
し
た
た
め
で
あ
る
。

(18
)
参
照
、
前
掲
注

(4
)

（二

0
一
三
年
五
月
一
八
日
稿
）
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